
大きな親子二連水車の水音に耳を澄まして

市貝町見上614-1　 0285-68-4839
AM11:00～PM2:00（芝ざくら祭期間中

AM10:00～PM3:00）　 芝ざくら祭期間中
は無休、期間外は土日祝のみ営業　
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賑
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か
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催
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れ
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ら
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。
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咲
き
誇
る
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り
の
花
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台
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が
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わ
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く
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込
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。

芝
ざ
く
ら
の
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
の
夏
か

ら
冬
は
、
美
し
い
緑
の
風
景
や
、
次
の

春
ま
で
静
か
に
時
を
紡
ぐ
里
山
の
風
景

と
共
に
、
そ
ば
の
味
が
楽
し
め
る
。

毎
年
４
月
上
旬
か
ら
５
月
上

旬
の
約
１
カ
月
間
、
芝
ざ

く
ら
の
開
花
に
合
わ
せ
て

何度でも足を運びたくなる、絶景に包まれた農村レストラン。美しい風景に季節を感じ
心おだやかになれるとっておきの場所で、自然の豊かさを心に詰めこもう！

選定委員コメント

黒みつときな粉で食べる
「そば湯ゼリー」や、まん
まるの「そばがき」など、
サイドメニューも充実。

那須町伊王野459　 0287-75-0654　
AM11:00～PM4:00（L.O.）
年始（1/1～1/3） 132台

と
回
る
巨
大
な
水
車
が
目
に
飛
び
込
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で

く
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大
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。
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の
こ
れ
ま
た
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大
な
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あ
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地
元
産
の
玄
そ
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を
ゆ
っ
く
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と
挽
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け
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い
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涼
感
あ
ふ
れ
る
盛
夏
は
も
ち

ろ
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、
早
春
を
彩
る
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ん
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や
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、
新
緑
の
風
景
や
紅
葉
し
た
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々
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と
回
る
水
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を
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め
た
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、
趣
深
い
厳
冬
の
モ
ノ
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も
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窓
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が
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し
み
な
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熟
練
し
た
そ
ば
打
ち
職
人
さ
ん
の
打
ち
た

て
の
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慢
の
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と
、
地
の
恵
み
が
た
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ぷ
り
の
天
ぷ
ら
を
味
わ
う
。
そ
ん
な
贅
沢

な
ひ
と
と
き
が
満
喫
で
き
る
。

う
ま
い
と
評
判
の
そ
ば
を
求
め

て
店
内
に
入
っ
た
途
端
、
水

音
を
立
て
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

道の駅　東山道伊王野
お食事処 水車館

●那須町

レストランはな
芝ざくら店

●市貝町

1.店舗近くに広がる芝ざくらは約24万株。白から紫色、ピンクのグラデーションが春の訪れを告げる。おいしいそばを食べた後は、その芝ざくらに囲まれながら
散歩を楽しんでみて。2.天ぷらと炊き込みごはん、そばゼリー付きの「芝ざくらセット」。3.さっぱりとした味わいの「そばゼリー」は、単品でのオーダーも可能。

1.新緑の季節はもちろん、シーズンごとに異なるロケーションが楽しめる。2.そばは、のどごしの良
い「水車そば」（写真）と「田舎そば」の2種類。3.お母さんの手で丸く形作られる「そばがき」。ふ
んわりとそばが香るやさしい味。4.元気な地元のお母さんたちが接客や調理を担当。

選定委員コメント

芝ざくらの開花時期が過ぎても、雄
大な自然美が満喫できる場所。のん
びりと過ごしたい日におすすめ！
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里山に訪れた華やぎの季節、圧巻の風景を満喫


